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［年頭所感］会頭／鎌田卓也
新年号年賀広告
ザ・ビジネスモール／トクトク情報便
市長要望「奥州市への誘客促進について」奥州市の回答
支所情報（江刺・胆沢）
青年部『胆江キッズワーカーズ２０２３』参加小学生募集！
小規模企業共済
2024年 4月から労働条件明示のルールが変わります
トレンド通信「客が本当に求めていることは何なのか」
お子様の教育資金を「国の教育ローン」がサポート
令和5年度各種検定試験について／２月の定期相談日
【リレーコラム】珈琲小休憩時間
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　去る１１月１３日に工業、宿泊・飲食業部会合同で大船渡方面への視察研修会を
開催しました。事務局含めて２２名の参加でしたが、バスに乗り込む参加者は口々
に「今日は寒いね」と声をかけられました。当日は１１月とは思えない寒さの日で
した。
　視察先は養殖あわびの生産をしている「元正榮北日本水産」と、かもめの玉子

で有名な「さいとう製菓」の２事業所を視察しました。北日本水産ではホテル用に卸している小さめの養殖あわ
びの生産に成功し、各地から注文を頂いているそうです。さいとう製菓は岩手では知らない人がいないであろう
と思われる、かもめの玉子の製造工程を見学させてもらいました。見学の中でチョコレートの加工前の製品を試
食させてもらいましたが、個人的にはそれもありかなと思いました。
　コロナ禍が明け、会議所事業も通常通り開催しています。今後も会員の皆様には事業への参加をお願いいた
します。(荒川)
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◉お使いみち
◉ご返済方法
◉保　　　証

◉ご 融 資 額
◉金　　　利

◉ご返済期間

お子様の教育資金を「国の教育ローン」がサポート
　「国の教育ローン」は、高校、大学等に入学・在学するお子様をお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度
です。

●ホームページ「国の教育ローン」で検索
●教育ローンコールセンター「0570-008656（ナビダイヤル）」
●TEL：03（5321）8656

※「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収200万円（所得132万円）以内の方」または「子ども3人以上の世
帯かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方」は、年1.85％（令和5年12月1日現在）

お子様1人あたり350万円以内
年2.25％　固定金利

18年以内
入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

詳しい
お問い合わせ

令和5年度各種検定試験のご案内
検　定

第166回 簿記
会　場
水　沢

施行日
令和6年2月25日㈰

級
2～3級

募集期間
1月9日～1月29日

　現在募集中の検定は下記の通りです。

※お問い合わせは、本所・江刺、胆沢、衣川各支所の検定担当までどうぞ。

【法律相談】
　2月20日（火）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：岩手銀河法律事務所

【経営相談】
　2月1日（木）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：税理士　及川和人
【融資相談】　※国民生活事業
　2月13日（火）・27日（火）
　　　午前10時～正午　　 本所相談室
　　　午後 1時～午後3時　江刺支所相談室
　　　相談員：日本政策金融公庫一関支店

【法律相談】
　2月20日（火）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：岩手銀河法律事務所

【経営相談】
　2月1日（木）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：税理士　及川和人
【融資相談】　※国民生活事業
　2月13日（火）・27日（火）
　　　午前10時～正午　　 本所相談室
　　　午後 1時～午後3時　江刺支所相談室
　　　相談員：日本政策金融公庫一関支店

8 商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）20



https://kamadan.jp

秋田工場／能代市扇田字山下117
☎0185（58）2711㈹  FAX0185（58）2712

鎌田段ボール工業鎌田段ボール工業株式
会社
株式
会社

包装を通じてより豊かな暮らし
包装資材の総合メーカー

■段ボール  ■包装資材一般  ■美装段ボール  ■重量梱包

本社工場／奥州市水沢工業団地1-36
☎0197（24）5185㈹  FAX0197（24）5190

https://www.srg.co.jp
トラック運送、保管・荷造・梱包、通関業、倉庫業、通運業

本社／〒023-1132　岩手県奥州市江刺稲瀬字沼舘69番地
　　　TEL.0197-35-0111　FAX.0197-35-0125

街から街へ
暮らしから暮らしへ
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会頭 鎌 田 卓 也
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年頭所感年頭所感

　新年、あけましておめでとうございます。２０２４年の新春を迎え、謹んでお

慶び申し上げます。

　昨年は、当地出身のメジャーリーガーである大谷翔平選手が、ホームラ

ン王となり２度目のMVPを獲得するなど、投打の二刀流として活躍を見せた

ことは、市民のみならず、国民、世界の人々に元気と感動を与えていただき

ました。今年は新天地であるドジャースに移籍されますが、更なる飛躍と活

躍を期待するものです。

　さて、最近の経済状況は、アフターコロナで緩やかに景気が回復するも

のの、資源価格・原材料費の高騰や円安の進行による物価上昇、賃金の

引上げや人手不足、働き方改革、デジタル化やグリーン化の推進に伴う産

業構造の変化への対応など、地域企業は大変厳しい経営環境に置かれてい

ます。多くの事業者には事業を継続し、雇用を守り、地域社会を支えていた

だいていることに、改めて敬意と感謝を申し上げます。

　今まさに、地域総合経済団体として真価が問われる状況の中で、先を見

据えた行動力のある組織を目指して、新たなる時代に向け変革と伝承に果

敢に挑戦して参ります。商工会議所は、アフターコロナから地域経済を再

生することを使命とし、企業の発展こそが地域の発展につながるという信念

のもと次の目標を掲げ活動を強化してまいります。

　１点目は、地域経済や雇用を支える「中小企業の活力強化」であります。

具体的には、企業の隆盛のため事業再構築や自己変革を図るべく、事業

者のチャレンジへの支援強化に努めてまいります。ただ単に寄り添うのでは

なく、対話と傾聴を重ね、お互いを理解尊重しながら同じベクトルで活動し、

きめ細やかな相談・支援事業を展開してまいります。また、創業や事業承継

により貴重な経営資源を次の世代に引き継ぎ、新たな前向きな投資による販

路開拓・海外進出などの事業転換への支援、人手不足対策として多様な人

材活用策の推進、人材育成の支援やデジタル化の推進など生産性向上に

繋がる施策に取り組んでいきます。

　２点目は、地域経済の復活のため「地域経済の活性化」であります。消

費喚起策の促進とウイズコロナを見据えた誘客促進を中心に地方創生の推

進に努めてまいります。また、製造業の工業団地への誘致活動だけでなく、

住環境の整備・促進や周辺のインフラ整備などにも中央資本や民間投資な

どを呼び込む施策の実行に繋げてまいります。

　３点目は、現場の声を政策に繋げる「意見要望活動」であります。今年も、

あらゆる業種業態の会員企業の声を集約し、政策提言や事業活動に生かし、

中小企業振興と地域経済の発展のために力を尽くしてまいりますので、皆様

方には、何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びになりますが、今年一年が、会員皆様方にとりまして、実り多き年と

なりますようご祈念申し上げ、新年にあたっての挨拶といたします。
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　３点目は、現場の声を政策に繋げる「意見要望活動」であります。今年も、

あらゆる業種業態の会員企業の声を集約し、政策提言や事業活動に生かし、

中小企業振興と地域経済の発展のために力を尽くしてまいりますので、皆様

方には、何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びになりますが、今年一年が、会員皆様方にとりまして、実り多き年と

なりますようご祈念申し上げ、新年にあたっての挨拶といたします。
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〒023-0003岩手県奥州市水沢佐倉河字後田29（水沢バイパス中央）
■ 0120-25-8855 Tel.0197-25-8811 Fax.25-8819
URL http://www.plazainn.jp E-mail: info@plazainn.jp
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「トリックアート平安の館」リニューアルオープン

江刺開発振興株式会社 Tel.0197-35-7791

日
本
料
理

新

茶

家

店
主

和

賀

総

岩
手
県
奥
州
市
江
刺
中
町
四
番
一
号

電

　
話
（
〇
一
九
七
）
三
五
―
二
〇
二
五

F
A
X
（
〇
一
九
七
）
三
五
―
二
〇
四
四

代
表
取
締
役

　髙

　
橋

　
　
進

岩
手
ハ
ネ
ダ
コン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

本
社
奥
州
市
江
刺
玉
里
字
上
上
野
一
二
一
ノ
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
〇
一
九
七
（
三
六
）
三
三
一
一

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
ノ
町
六
〇

　
　

T
E
L
（
〇
一
九
七
）
二
三
―
三
三
三
一

F
A
X
（
〇
一
九
七
）
二
三
―
二
二
五
五

代
表
取
締
役

　中
戸
川
洋
平

有
限
会
社

　小
沢
商
会

辰新 年 号 年 賀 広 告辰新 年 号 年 賀 広 告

4 5商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）

商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）



座
・
和

振
袖

小
野
寺

　宣
文

㈱
き
も
の

代
表
取
締
役
社
長

　関
口

　聡

板
谷
建
設
株
式
会
社

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
台
町
三
番
三
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
〇
一
九
七
―
二
四
―
五
一
八
一

代
表
取
締
役
社
長

　髙
橋
健
二

本
社
／
奥
州
市
水
沢
花
園
町
一
丁
目
一
番
七
号

電
話
／
〇
一
九
七
（
二
二
）
三
一
一
一

盛
岡
支
店
・
高
田
営
業
所

株
式
会
社
水
沢
農
薬

代
表
取
締
役
社
長

　佐

藤

　剛

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
卸
町
三
番
地
三

　
☎
〇
一
九
七
―
二
四
―
七
七
三
三

―これからも郷土と読者と一緒に―

代表取締役社長 小野寺 弘行

　〒023-0042　奥 州 市 水 沢 柳 町 8
　　　　　　　TEL.0197-24-2244
　　　　　　　FAX.0197-24-1281

奥
州
市
水
沢
横
町
二
〇
五

電
話
（
二
三
）三
六
一
一

代
表
取
締
役
佐
々
木
英
雄

『
前
沢
牛
』と『
さ
さ
忠
特
選
牛
』

㈲
及
留
板
金
工
業
所

代
表
取
締
役

　及

川

邦

仁

鳥

　
海

　
米

　
穀

　
店

「
美
味
し
い
」が「
幸
せ
」に

　
　
　
　
か
わ
る
そ
ん
な
米
を
…
…
。

奥
州
市
水
沢
東
町
二
七
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
九
七
）二
三
―
二
三
二
二

謹賀新年
2024

本年もご愛顧の程
宜しくお願い申し上げます。

Face to Face

水沢信用金庫

謹んで　　　　　
新年のご挨拶を
　　申し上げます

2 0 2 4
本年もお引き立てのほど
宜しくお願い申し上げます

理　事　長　及 川 和 男

岩
手
県
奥
州
市
江
刺
南
町
五
番
二
五
号 

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
　お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

有
限
会
社

　伊
藤
電
機

代
表
取
締
役
伊
藤
正
敏

電
話

　
〇
一
九
七
―
三
五
―
四
四
三
七

代
表
取
締
役

　高

橋

政

志

株
式
会
社

　小山
製
麺

奥
州
市
胆
沢
小
山
字
下
野
中
二
の
五

及
常
建
設（
株
）

代
表
取
締
役

及
川
晃
一

T
E
L
三
一
―
一
五
一
一

F
A
X
三
一
―
一
五
一
二

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二
二
二
―
一

Oitsune

ホンダカーズ岩手南㈱
代表取締役社長　渡　邊　健一郎

〒023-0003　岩手県奥州市水沢佐倉河字沼田69
TEL.0197-23-5304　FAX.0197-24-7300

〒023-0003岩手県奥州市水沢佐倉河字後田29（水沢バイパス中央）
■ 0120-25-8855 Tel.0197-25-8811 Fax.25-8819
URL http://www.plazainn.jp E-mail: info@plazainn.jp

やさしさに逢えるひととき

松川青果株式会社

岩手県奥州市水沢佐倉河字東高山47番地

代表取締役社長　松川　裕治

「トリックアート平安の館」リニューアルオープン

江刺開発振興株式会社 Tel.0197-35-7791

日
本
料
理

新

茶

家

店
主

和

賀

総

岩
手
県
奥
州
市
江
刺
中
町
四
番
一
号

電

　
話
（
〇
一
九
七
）
三
五
―
二
〇
二
五

F
A
X
（
〇
一
九
七
）
三
五
―
二
〇
四
四

代
表
取
締
役

　髙

　
橋

　
　
進

岩
手
ハ
ネ
ダ
コン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

本
社
奥
州
市
江
刺
玉
里
字
上
上
野
一
二
一
ノ
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
〇
一
九
七
（
三
六
）
三
三
一
一

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
ノ
町
六
〇

　
　

T
E
L
（
〇
一
九
七
）
二
三
―
三
三
三
一

F
A
X
（
〇
一
九
七
）
二
三
―
二
二
五
五

代
表
取
締
役

　中
戸
川
洋
平

有
限
会
社

　小
沢
商
会

辰新 年 号 年 賀 広 告辰新 年 号 年 賀 広 告

4 5商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）

商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）



本　　　社／〒023-1132
　　　　　　岩手県奥州市江刺稲瀬字沼舘69番地
　　　　　　TEL.0197（35）0111　FAX.0197（35）0125
国際物流課／〒023-1101
　　　　　　岩手県奥州市江刺岩谷堂字松長根69番地2
　　　　　　TEL.0197（31）0321　FAX.0197（31）0322
拠　　　点／北上営業所（岩手）・北上流通加工センター（岩手）
　　　　　　鹿角営業所（秋田）・大館営業所（秋田）
　　　　　　国見営業所（福島）・東京事務所（埼玉）
　　　　　　白金ロジスティクス株式会社
　　　　　　SHIROGANE LOGISTICS VIETNAM Co.,Ltd.
　　　　　　VINA JAPAN SHIROGANE LOGISTICS Co.,Ltd.

https://www.srg.co.jp

街から街へ
　　　暮らしから暮らしへ

謹 賀 新 年謹 賀 新 年

トラック運送、保管・荷造・梱包、通関業、倉庫業、通運業

司法書士小澤雅之事務所

謹賀新年
あなたの身近な法律家

相続・売買・抵当権設定などの
不動産登記

設立・役員変更などの会社
その他法人登記

簡裁代理業務・裁判所への
提出書類の作成

〒023-1111 岩手県奥州市江刺大通り1番12号
TEL.0197（35）6128 FAX.0197（35）6140
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岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
三
九
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
（
二
三
）
四
〇
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
（
二
三
）
二
四
二
〇

おかげさまで７５周年

小原自動車工業㈱
〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字前田80-1

TEL.0197-25-2121㈹　FAX.0197-24-9764

ホームガス事業部・不動産事業部・太陽光売電事業
営　業　品　目

ダンプトラック、土木工事

株式会社　野 口
貸切バス、送迎バス

野 口 交 通

有
限
会
社
阿
部
電
機
商
会

代
表
取
締
役

　阿

部

靖

彦

奥
州
市
水
沢
横
町
二
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
九
七
）二
三
―
二
七
六
一

林
業
機
械
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役
社
長

　有
𠮷

　実

〒
０
２
３
―

０
８
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
社
・
工
場

　
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
桜
屋
敷
西
５
―
１

電

　
話

　
０
１
９
７
（
２
３
）
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
１
９
７
（
２
５
）
３
１
７
７

代
表
取
締
役
社
長

　小
野
寺

　
　
巖

本
店

　
〒
〇
二
三
―
〇
〇
五
四

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
吉
小
路
五
番
地
三

電

　
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
四
一
五
五
〜
七
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
三
二
三
五

代
表
取
締
役

　佐々
木

　
　岳

株
式
会
社

　佐々
儀

株
式
会
社
東
北
電
材

総
合
電
気
設
備
工
事
設
計
施
工

代
表
取
締
役

　齊
藤
宏
年

SKILL
－What Can I Do？－

株式会社 スキルグリスター
代表取締役 千 葉 繁
〒029-4402　奥州市衣川星屋50-1

☎0197-52-3661

株式会社　河　口
代表取締役　河 口 仁 朗

岩手県奥州市水沢卸町２番地１３
ＴＥＬ（０１９７）２５－６１７１
ＦＡＸ（０１９７）２５－８４９２

代
表
取
締
役
社
長

　菊
地
栄
志

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
五
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
九
七
―
二
五
―
三
一
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
一
九
七
―
二
四
―
八
一
六
一

　

株
式
会
社
サ
ン
ウ
ェ
イ

取
締
役
社
長

　
前

田

直

之

工

　
場

　
長

　
佐

藤

哲

也

水
沢
工
場
／
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
の
町
十
三

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
二
五
）
六
二一二

米
里
採
石
工
場
／
奥
州
市
江
刺
米
里
字
戸
草
二

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
三
八
）
二
二
三
一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役

　山

崎

一

郎

奥
州
市
水
沢
東
大
通
り
三
―
七
―
一
五

株
式
会
社
オ
イ
ラ
ー

さ
ん

ど
う

ふ

か
つ

す
が

い
ち

し
ょ
う

わ
ら

す
が

有
限
会
社
菅
勝
不
動
産

代
表
取
締
役

　菅
原
勝
一

奥
州
市
水
沢
南
町
五
番
二
二
号

T
E
L
〇
一
九
七
―
二
四
―
一
七
一
七

有
限
会
社

  

江
刺
プ
リ
ン
ト
社

T
E
L
三
五
―
四
六
三
九

F
A
X
三
五
―
六
一
六
〇

奥
州
市
江
刺
大
通
り
六
番
二
号

有
限
会
社
吉
田
製
麺

代
表
取
締
役

吉
田

毅
一

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二
二
〇
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
三
五
―
二
七
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
三
五
―
六
七
九
六
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本　　　社／〒023-1132
　　　　　　岩手県奥州市江刺稲瀬字沼舘69番地
　　　　　　TEL.0197（35）0111　FAX.0197（35）0125
国際物流課／〒023-1101
　　　　　　岩手県奥州市江刺岩谷堂字松長根69番地2
　　　　　　TEL.0197（31）0321　FAX.0197（31）0322
拠　　　点／北上営業所（岩手）・北上流通加工センター（岩手）
　　　　　　鹿角営業所（秋田）・大館営業所（秋田）
　　　　　　国見営業所（福島）・東京事務所（埼玉）
　　　　　　白金ロジスティクス株式会社
　　　　　　SHIROGANE LOGISTICS VIETNAM Co.,Ltd.
　　　　　　VINA JAPAN SHIROGANE LOGISTICS Co.,Ltd.

https://www.srg.co.jp

街から街へ
　　　暮らしから暮らしへ

謹 賀 新 年謹 賀 新 年

トラック運送、保管・荷造・梱包、通関業、倉庫業、通運業

司法書士小澤雅之事務所

謹賀新年
あなたの身近な法律家

相続・売買・抵当権設定などの
不動産登記

設立・役員変更などの会社
その他法人登記

簡裁代理業務・裁判所への
提出書類の作成

〒023-1111 岩手県奥州市江刺大通り1番12号
TEL.0197（35）6128 FAX.0197（35）6140

【業務内容】

税
理
士
法
人
及
川
会
計

代
表
税
理
士
　及
川
和
人

税
理
士
　及
川
高
志

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
五
一
一

㈱
正
和
印
刷

代
表
取
締
役

　大

内

和

良

奥
州
市
水
沢
川
原
小
路
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

二
三
―
二
四
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

二
五
―
三
七
九
一

株
式
会
社

リ
ベ
ス
ト

代
表
取
締
役

相
原
一
徳

T
E
L
三
五
―
七
一
三
五

F
A
X
三
五
―
六
三
一
〇

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
橋
本
二
四
三

株
式
会
社

小
野
硝
子
工
業
所

代
表
取
締
役

小

野

純

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
秋
葉
町
七
六
番
地

千
葉
建
設
株
式
会
社

取
締
役
会
長

　千

　葉

　龍二
郎

代
表
取
締
役
社
長

　千

　葉

　
　聡

　

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
三
九
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
（
二
三
）
四
〇
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
（
二
三
）
二
四
二
〇

おかげさまで７５周年

小原自動車工業㈱
〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字前田80-1

TEL.0197-25-2121㈹　FAX.0197-24-9764

ホームガス事業部・不動産事業部・太陽光売電事業
営　業　品　目

ダンプトラック、土木工事

株式会社　野 口
貸切バス、送迎バス

野 口 交 通

有
限
会
社
阿
部
電
機
商
会

代
表
取
締
役

　阿

部

靖

彦

奥
州
市
水
沢
横
町
二
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
九
七
）二
三
―
二
七
六
一

林
業
機
械
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役
社
長

　有
𠮷

　実

〒
０
２
３
―

０
８
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
社
・
工
場

　
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
桜
屋
敷
西
５
―
１

電

　
話

　
０
１
９
７
（
２
３
）
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
１
９
７
（
２
５
）
３
１
７
７

代
表
取
締
役
社
長

　小
野
寺

　
　
巖

本
店

　
〒
〇
二
三
―
〇
〇
五
四

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
吉
小
路
五
番
地
三

電

　
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
四
一
五
五
〜
七
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
三
二
三
五

代
表
取
締
役

　佐々
木

　
　岳

株
式
会
社

　佐々
儀

株
式
会
社
東
北
電
材

総
合
電
気
設
備
工
事
設
計
施
工

代
表
取
締
役

　齊
藤
宏
年

SKILL
－What Can I Do？－

株式会社 スキルグリスター
代表取締役 千 葉 繁
〒029-4402　奥州市衣川星屋50-1

☎0197-52-3661

株式会社　河　口
代表取締役　河 口 仁 朗

岩手県奥州市水沢卸町２番地１３
ＴＥＬ（０１９７）２５－６１７１
ＦＡＸ（０１９７）２５－８４９２

代
表
取
締
役
社
長

　菊
地
栄
志

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
五
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
九
七
―
二
五
―
三
一
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
一
九
七
―
二
四
―
八
一
六
一

　

株
式
会
社
サ
ン
ウ
ェ
イ

取
締
役
社
長

　
前

田

直

之

工

　
場

　
長

　
佐

藤

哲

也

水
沢
工
場
／
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
の
町
十
三

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
二
五
）
六
二一二

米
里
採
石
工
場
／
奥
州
市
江
刺
米
里
字
戸
草
二

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
三
八
）
二
二
三
一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役

　山

崎

一

郎

奥
州
市
水
沢
東
大
通
り
三
―
七
―
一
五

株
式
会
社
オ
イ
ラ
ー

さ
ん

ど
う

ふ

か
つ

す
が

い
ち

し
ょ
う

わ
ら

す
が

有
限
会
社
菅
勝
不
動
産

代
表
取
締
役

　菅
原
勝
一

奥
州
市
水
沢
南
町
五
番
二
二
号

T
E
L
〇
一
九
七
―
二
四
―
一
七
一
七

有
限
会
社

  

江
刺
プ
リ
ン
ト
社

T
E
L
三
五
―
四
六
三
九

F
A
X
三
五
―
六
一
六
〇

奥
州
市
江
刺
大
通
り
六
番
二
号

有
限
会
社
吉
田
製
麺

代
表
取
締
役

吉
田

毅
一

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二
二
〇
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
三
五
―
二
七
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
三
五
―
六
七
九
六
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本　　　社／〒023-1132
　　　　　　岩手県奥州市江刺稲瀬字沼舘69番地
　　　　　　TEL.0197（35）0111　FAX.0197（35）0125
国際物流課／〒023-1101
　　　　　　岩手県奥州市江刺岩谷堂字松長根69番地2
　　　　　　TEL.0197（31）0321　FAX.0197（31）0322
拠　　　点／北上営業所（岩手）・北上流通加工センター（岩手）
　　　　　　鹿角営業所（秋田）・大館営業所（秋田）
　　　　　　国見営業所（福島）・東京事務所（埼玉）
　　　　　　白金ロジスティクス株式会社
　　　　　　SHIROGANE LOGISTICS VIETNAM Co.,Ltd.
　　　　　　VINA JAPAN SHIROGANE LOGISTICS Co.,Ltd.

https://www.srg.co.jp

街から街へ
　　　暮らしから暮らしへ

謹 賀 新 年謹 賀 新 年

トラック運送、保管・荷造・梱包、通関業、倉庫業、通運業

司法書士小澤雅之事務所

謹賀新年
あなたの身近な法律家

相続・売買・抵当権設定などの
不動産登記

設立・役員変更などの会社
その他法人登記

簡裁代理業務・裁判所への
提出書類の作成

〒023-1111 岩手県奥州市江刺大通り1番12号
TEL.0197（35）6128 FAX.0197（35）6140

【業務内容】

税
理
士
法
人
及
川
会
計

代
表
税
理
士
　及
川
和
人

税
理
士
　及
川
高
志

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
五
一
一

㈱
正
和
印
刷

代
表
取
締
役

　大

内

和

良

奥
州
市
水
沢
川
原
小
路
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

二
三
―
二
四
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

二
五
―
三
七
九
一

株
式
会
社

リ
ベ
ス
ト

代
表
取
締
役

相
原
一
徳

T
E
L
三
五
―
七
一
三
五

F
A
X
三
五
―
六
三
一
〇

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
橋
本
二
四
三

株
式
会
社

小
野
硝
子
工
業
所

代
表
取
締
役

小

野

純

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
秋
葉
町
七
六
番
地

千
葉
建
設
株
式
会
社

取
締
役
会
長

　千

　葉

　龍二
郎

代
表
取
締
役
社
長

　千

　葉

　
　聡

　

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
三
九
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
（
二
三
）
四
〇
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
（
二
三
）
二
四
二
〇

おかげさまで７５周年

小原自動車工業㈱
〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字前田80-1

TEL.0197-25-2121㈹　FAX.0197-24-9764

ホームガス事業部・不動産事業部・太陽光売電事業
営　業　品　目

ダンプトラック、土木工事

株式会社　野 口
貸切バス、送迎バス

野 口 交 通

有
限
会
社
阿
部
電
機
商
会

代
表
取
締
役

　阿

部

靖

彦

奥
州
市
水
沢
横
町
二
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
九
七
）二
三
―
二
七
六
一

林
業
機
械
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役
社
長

　有
𠮷

　実

〒
０
２
３
―

０
８
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
社
・
工
場

　
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
桜
屋
敷
西
５
―
１

電

　
話

　
０
１
９
７
（
２
３
）
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
１
９
７
（
２
５
）
３
１
７
７

代
表
取
締
役
社
長

　小
野
寺

　
　
巖

本
店

　
〒
〇
二
三
―
〇
〇
五
四

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
吉
小
路
五
番
地
三

電

　
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
四
一
五
五
〜
七
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
三
二
三
五

代
表
取
締
役

　佐々
木

　
　岳

株
式
会
社

　佐々
儀

株
式
会
社
東
北
電
材

総
合
電
気
設
備
工
事
設
計
施
工

代
表
取
締
役

　齊
藤
宏
年

SKILL
－What Can I Do？－

株式会社 スキルグリスター
代表取締役 千 葉 繁
〒029-4402　奥州市衣川星屋50-1

☎0197-52-3661

株式会社　河　口
代表取締役　河 口 仁 朗

岩手県奥州市水沢卸町２番地１３
ＴＥＬ（０１９７）２５－６１７１
ＦＡＸ（０１９７）２５－８４９２

代
表
取
締
役
社
長

　菊
地
栄
志

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
五
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
九
七
―
二
五
―
三
一
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
一
九
七
―
二
四
―
八
一
六
一

　

株
式
会
社
サ
ン
ウ
ェ
イ

取
締
役
社
長

　
前

田

直

之

工

　
場

　
長

　
佐

藤

哲

也

水
沢
工
場
／
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
の
町
十
三

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
二
五
）
六
二一二

米
里
採
石
工
場
／
奥
州
市
江
刺
米
里
字
戸
草
二

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
三
八
）
二
二
三
一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役

　山

崎

一

郎

奥
州
市
水
沢
東
大
通
り
三
―
七
―
一
五

株
式
会
社
オ
イ
ラ
ー

さ
ん

ど
う

ふ

か
つ

す
が

い
ち

し
ょ
う

わ
ら

す
が

有
限
会
社
菅
勝
不
動
産

代
表
取
締
役

　菅
原
勝
一

奥
州
市
水
沢
南
町
五
番
二
二
号

T
E
L
〇
一
九
七
―
二
四
―
一
七
一
七

有
限
会
社

  

江
刺
プ
リ
ン
ト
社

T
E
L
三
五
―
四
六
三
九

F
A
X
三
五
―
六
一
六
〇

奥
州
市
江
刺
大
通
り
六
番
二
号

有
限
会
社
吉
田
製
麺

代
表
取
締
役

吉
田

毅
一

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二
二
〇
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
三
五
―
二
七
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
三
五
―
六
七
九
六
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本　　　社／〒023-1132
　　　　　　岩手県奥州市江刺稲瀬字沼舘69番地
　　　　　　TEL.0197（35）0111　FAX.0197（35）0125
国際物流課／〒023-1101
　　　　　　岩手県奥州市江刺岩谷堂字松長根69番地2
　　　　　　TEL.0197（31）0321　FAX.0197（31）0322
拠　　　点／北上営業所（岩手）・北上流通加工センター（岩手）
　　　　　　鹿角営業所（秋田）・大館営業所（秋田）
　　　　　　国見営業所（福島）・東京事務所（埼玉）
　　　　　　白金ロジスティクス株式会社
　　　　　　SHIROGANE LOGISTICS VIETNAM Co.,Ltd.
　　　　　　VINA JAPAN SHIROGANE LOGISTICS Co.,Ltd.

https://www.srg.co.jp

街から街へ
　　　暮らしから暮らしへ

謹 賀 新 年謹 賀 新 年

トラック運送、保管・荷造・梱包、通関業、倉庫業、通運業

司法書士小澤雅之事務所

謹賀新年
あなたの身近な法律家

相続・売買・抵当権設定などの
不動産登記

設立・役員変更などの会社
その他法人登記

簡裁代理業務・裁判所への
提出書類の作成

〒023-1111 岩手県奥州市江刺大通り1番12号
TEL.0197（35）6128 FAX.0197（35）6140

【業務内容】

税
理
士
法
人
及
川
会
計

代
表
税
理
士
　及
川
和
人

税
理
士
　及
川
高
志

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
五
一
一

㈱
正
和
印
刷

代
表
取
締
役

　大

内

和

良

奥
州
市
水
沢
川
原
小
路
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

二
三
―
二
四
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

二
五
―
三
七
九
一

株
式
会
社

リ
ベ
ス
ト

代
表
取
締
役

相
原
一
徳

T
E
L
三
五
―
七
一
三
五

F
A
X
三
五
―
六
三
一
〇

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
橋
本
二
四
三

株
式
会
社

小
野
硝
子
工
業
所

代
表
取
締
役

小

野

純

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
秋
葉
町
七
六
番
地

千
葉
建
設
株
式
会
社

取
締
役
会
長

　千

　葉

　龍二
郎

代
表
取
締
役
社
長

　千

　葉

　
　聡

　

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
三
九
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
（
二
三
）
四
〇
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
（
二
三
）
二
四
二
〇

おかげさまで７５周年

小原自動車工業㈱
〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字前田80-1

TEL.0197-25-2121㈹　FAX.0197-24-9764

ホームガス事業部・不動産事業部・太陽光売電事業
営　業　品　目

ダンプトラック、土木工事

株式会社　野 口
貸切バス、送迎バス

野 口 交 通

有
限
会
社
阿
部
電
機
商
会

代
表
取
締
役

　阿

部

靖

彦

奥
州
市
水
沢
横
町
二
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
九
七
）二
三
―
二
七
六
一

林
業
機
械
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役
社
長

　有
𠮷

　実

〒
０
２
３
―

０
８
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
社
・
工
場

　
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
桜
屋
敷
西
５
―
１

電

　
話

　
０
１
９
７
（
２
３
）
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
１
９
７
（
２
５
）
３
１
７
７

代
表
取
締
役
社
長

　小
野
寺

　
　
巖

本
店

　
〒
〇
二
三
―
〇
〇
五
四

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
吉
小
路
五
番
地
三

電

　
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
四
一
五
五
〜
七
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
三
二
三
五

代
表
取
締
役

　佐々
木

　
　岳

株
式
会
社

　佐々
儀

株
式
会
社
東
北
電
材

総
合
電
気
設
備
工
事
設
計
施
工

代
表
取
締
役

　齊
藤
宏
年

SKILL
－What Can I Do？－

株式会社 スキルグリスター
代表取締役 千 葉 繁
〒029-4402　奥州市衣川星屋50-1

☎0197-52-3661

株式会社　河　口
代表取締役　河 口 仁 朗

岩手県奥州市水沢卸町２番地１３
ＴＥＬ（０１９７）２５－６１７１
ＦＡＸ（０１９７）２５－８４９２

代
表
取
締
役
社
長

　菊
地
栄
志

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
五
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
九
七
―
二
五
―
三
一
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
一
九
七
―
二
四
―
八
一
六
一

　

株
式
会
社
サ
ン
ウ
ェ
イ

取
締
役
社
長

　
前

田

直

之

工

　
場

　
長

　
佐

藤

哲

也

水
沢
工
場
／
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
の
町
十
三

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
二
五
）
六
二一二

米
里
採
石
工
場
／
奥
州
市
江
刺
米
里
字
戸
草
二

　
　
　
　
　
電

　
話

　
〇
一
九
七
（
三
八
）
二
二
三
一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
総
合
メ
ー
カ
ー

代
表
取
締
役

　山

崎

一

郎

奥
州
市
水
沢
東
大
通
り
三
―
七
―
一
五

株
式
会
社
オ
イ
ラ
ー

さ
ん

ど
う

ふ

か
つ

す
が

い
ち

し
ょ
う

わ
ら

す
が

有
限
会
社
菅
勝
不
動
産

代
表
取
締
役

　菅
原
勝
一

奥
州
市
水
沢
南
町
五
番
二
二
号

T
E
L
〇
一
九
七
―
二
四
―
一
七
一
七

有
限
会
社

  

江
刺
プ
リ
ン
ト
社

T
E
L
三
五
―
四
六
三
九

F
A
X
三
五
―
六
一
六
〇

奥
州
市
江
刺
大
通
り
六
番
二
号

有
限
会
社
吉
田
製
麺

代
表
取
締
役

吉
田

毅
一

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二
二
〇
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
三
五
―
二
七
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
三
五
―
六
七
九
六
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有
限
会
社

菊
新
木
材
店

代
表
取
締
役

　菊

　
地

　
　
元

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
（
三
五
）
二
二
四
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
（
三
五
）
六
七
八
三

岩
手
県
奥
州
市
江
刺
川
原
町
九
番
十
六
号

㈲
及
春
鋳
造
所

代
表
取
締
役
社
長

　及

川

貢

基

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
羽
田
町
字
下
屋
敷
三
七

T
E
L

　
〇
一
九
七
｜
二
三
｜
二
九
七
四
㈹

F
A
X

　
〇
一
九
七
｜
二
四
｜
一
三
八
三

〒
023
|

0182E
-m
ail:oiharu@

catv-m
ic.ne.jp

h
ttp

://w
w
w
.o
ih
a
ru
.c
o
m

所

　
　
長

　菅

野

新

智

大
井
電
気

　
水
沢
製
作
所

株
式

会
社

奥
州
市
水
沢
真
城
折
居
一
〇
六
―
三

電
話
（
〇
一
九
七
）
二
三
―
七
一
〇
一

情
報
通
信
機
器
の
開
発
・
生
産

有
限
会
社

  

奥
州
い
さ
わ
タ
ク
シ
ー

代
表
取
締
役

　高
橋

　千
亜
紀

T
E
L
四
六
―
四
四
一
一

奥
州
市
胆
沢
南
都
田
字
本
木
一
六
四
―
一

読
売
新
聞
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

水

　
沢

所
長

千

葉

達

也

水
沢
東

所
長

千

葉

俊

也

前

　
沢

所
長

千

葉

祐

輝

高
度
な
技
術
で
郷
土
の
振
興
に
奉
仕

測
量
・
設
計
・
補
償
・
地
質
調
査
業
務

株
式
会
社

東
開
技
術

代
表
取
締
役

　鈴
木

誠
弥

奥
州
市
水
沢
字
高
網
三
三
番
地

電
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
一
三
一
一

本
社

及
川
阿
部
税
理
士
法
人

代
表
社
員
税
理
士

　阿
部
浩
平

代
表
社
員
税
理
士

　及
川
幹
雄

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
前
田
五
六
―
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
五
〇
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
二
―
二
二
五
四

あ
べ
印
刷

　
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

阿

部

由
起
男

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
東
広
町
六
〇

電
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
三
〇
三

株
式
会
社

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

髙
橋

謙

奥
州
市
水
沢
宮
下
町
九
七
番
一
号

T
E
L
〇
一
九
七
―
四
七
―
三
九
一
五

奥
州
市
胆
沢
小
山
字
峠
二
七
番
地
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
七
―
一
五
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
七
―
二
二
二
四

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
設
備
機
器

代
表
取
締
役
社
長
岩
渕

清
和

電
話

　
〇
一
九
七
―
三
五
―
五
六
二
一

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二一
八
番
地
一

株
式
会
社

環
境
保
全

代
表
取
締
役
社
長

小
野

　勉

代
表
取
締
役
社
長

　柳
田
善
雄

㈱
北
都
交
通

㈲リサイクル伊藤㈲リサイクル伊藤
【本社】
　岩手県奥州市水沢神明町2丁目1番42号
　〒023-0821　☎0197-23-7426
【奥州・エコプラザ】
　岩手県奥州市水沢佐倉河字今泉232番1号
　〒023-0003　☎0197-22-4315
　http：//www.recycleito.com/

奥
州
市
江
刺
岩
谷
堂
字
川
原
崎
七
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
五
―
六
六
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
三
五
―
六
六
一
九

北
星
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
紺
野
裕
輝

石
川
店
装
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　石

　
川

　
錦

　
哉

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
卸
町
二
―
一
八

☎
〇
一
九
七
―
二
三
―
三
二
一
一

丸
谷
興
務
店
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
　
　
長

佐

藤

　毅

奥
州
市
江
刺
大
通
り
一
｜
五

T
E
L
三
一
―
二
二
八
八

F
A
X
三
一
―
一
六
一
八

代
表
取
締
役

　菊
池

直
喜

わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

株
式
会
社

根
岸
工
業
所

代
表
取
締
役

佐
藤

輝
貴

奥
州
市
江
刺
岩
谷
堂
字
根
岸
一
〇
一

T
E
L
三
五
―
五
七
六
三

F
A
X
三
五
―
三
二
四
九

代
表
取
締
役

　錦
山

　功

株
式
会
社
ハロ
ー
ワ
ー
ク

〒
〇
二
三
―

〇
〇
〇
一

　
　
　
　
　
　

 

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
卸
町
三
番
地
十
二

T
E
L
〇
一
九
七
―
四
七
―
四
一
五
一

F
A
X
〇
一
九
七
―
四
七
―
四
一
六
〇

菊
ヤ
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菊
地

光
男

岩
手
県
奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
大
畑
二
二
一
―
一

T
E
L
（
〇
一
九
七
）
三
五
―
五
一
〇
五

F
A
X
（
〇
一
九
七
）
三
五
―
五
一
〇
六

〒023-1131

有
限
会
社

菅
原
建
設

代
表
取
締
役

菅

　原

　
　孝

T
E
L
四
七
―
一
九
五
二

F
A
X
四
七
―
二
〇
六
七

奥
州
市
胆
沢
小
山
字
三
ノ
沢
九
七

株
式
会
社

髙
松
水
道
工
業

代
表
取
締
役

髙
橋

祐
樹

T
E
L
（
〇
一
九
七
）
三
五
―
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きた東北支社 盛岡営業部 岩手南営業所 /
岩手県奥州市水沢大町15３（千田善ビル2F）
TEL 0197-23-5619
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Face to Face

水沢信用金庫
こ の 街 と 生 き て い く

／奥州市水沢字日高西72番地1
／0197－23－5191

本 店
ＴＥＬ

辰新 年 号 年 賀 広 告辰新 年 号 年 賀 広 告

環境と健康のトータル事業を使命とする

代表取締役　佐々木　裕　喜
本社　〒023-0889 岩手県奥州市水沢字高屋敷24番地1

☎：0197（24）4244　Ⓕ：0197（25）2116
　　　E-mail：info@e-yakuhin.com
　　　http://www.e-yakuhin.com 

（旧名：永薬品商事㈱）

株式会社　創造ファクトリ

奥州市水沢羽田町字沼尻１３１番地１
TEL：０１９７（２４）２６０４

代表取締役　千 葉 智 規
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fax

mobile

ロイヤルパブ 絵夢
有限会社 エム企画

〒023－0813
岩手県奥州市水沢中町23－68 ロマンスビル1F

TEL：0197－24－5409

代表取締役　佐藤 有里恵

スナック2001年
〒023-0813
岩手県奥州市水沢中町23－34
TE L 0 1 9 7－22－3317

辰新 年 号 年 賀 広 告辰新 年 号 年 賀 広 告

◉チラシA3判／33,000円！！！（税込）
◉チラシA4判／22,000円！！！（税込）

トクトク情報便トクトク情報便奥
州
おうしゅ

う

　奥州商工会議所では、会員事業所の商品やサービスのＰＲチラシを、当所会報「商工奥州」に同
封して、当所会員事業所や関係機関（行政等公共施設、市内学校）など約２，７００社にお届けするサー
ビス「おうしゅうトクトク情報便」を行っています。
　企業の新商品の宣伝、各種イベント案内、歓送迎会や忘年会等飲食サービス、金融商品、保険商品、
旅行商品、車検・修理サービス等など、様々なサービスにご利用可能です。

ダイレクトメールと比べて、こんなにおトクです！！

【ダイレクトメール】＠84×2,700社＝226,800円
【とくとく情報便】

料金

会
員
事
業
所
P
R
チ
ラ
シ

折
り
込
み
サ
ー
ビ
ス
！！

大好評！！
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◉チラシA3判／33,000円！！！（税込）
◉チラシA4判／22,000円！！！（税込）

トクトク情報便トクトク情報便奥
州
おうしゅ

う

　奥州商工会議所では、会員事業所の商品やサービスのＰＲチラシを、当所会報「商工奥州」に同
封して、当所会員事業所や関係機関（行政等公共施設、市内学校）など約２，７００社にお届けするサー
ビス「おうしゅうトクトク情報便」を行っています。
　企業の新商品の宣伝、各種イベント案内、歓送迎会や忘年会等飲食サービス、金融商品、保険商品、
旅行商品、車検・修理サービス等など、様々なサービスにご利用可能です。

ダイレクトメールと比べて、こんなにおトクです！！

【ダイレクトメール】＠84×2,700社＝226,800円
【とくとく情報便】

料金

会
員
事
業
所
P
R
チ
ラ
シ

折
り
込
み
サ
ー
ビ
ス
！！

大好評！！

12 13商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）

商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）



市長要望「奥州市への
　　　誘客促進について」

奥州市の回答

　衣川地域は安倍一族・奥州藤原氏ゆかりの地であり、長者ヶ原廃寺跡など史跡が多く点在し、平泉文化
遺産にとって重要な地域であります。ユネスコ無形文化遺産に登録された川西大念仏剣舞をはじめとした
地域に伝わる伝統文化や、映画「リトルフォレスト」で映し出された美しい自然環境は地域の人々により守
り受け継がれております。
　岩手県南地域の一関市や平泉町を訪れる観光客はコロナ禍前に回復することを見据え、奥州市の南の玄
関口として、衣川の魅力を情報発信の強化により誘客を図り、さらには市内観光地への周遊促進につなげ
ることにより、奥州市全体の観光消費による地域産業の活性化が期待されます。
　つきましては、行政と民間企業そして地域住民が連携を図り、奥州市の南玄関口として、既存の観光施設
やリニューアルオープンに向け準備を進めている「旧衣川荘」を活用した誘客の促進と、自然資源を活用
した体験型・滞在型観光を構築し交流人口を拡大させ、移住定住促進に努めていただきますよう要望いた
します。

①マイクロツーリズムの促進と観光関連事業・支援制度の創設
　新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の魅力を再発見する機会を創出するマイクロツーリズム
への関心が高まっており、ＳＮＳ等を活用した市内観光スタンプラリー等の市内観光地を巡る新たな観光関
連事業の創設を要望いたします。
　また、奥州市内への観光客入込数は前年の61%に留まる中、緊急事態宣言地域を避けた修学旅行の目
的地として「えさし藤原の郷」での研修が前年対比354%と大きく増加しておりますが、通過型の観光となっ
ております。
　この機会に、自然豊かで歴史遺産や観光資源が豊富な当市で、観光から宿泊までを目的に「奥州誘客促
進会議」で取り組んでいる「通過型観光から滞在型観光への転換」をより一層推進・普及させるため、市
内観光業者が魅力的で安心・安全な旅行商品を造成するための支援制度の創設・拡充をいただきますよう
要望いたします。

（1）衣川地域の南玄関口としての活用策について

（2）観光客の受け入れ強化対策について

　当市では、世界遺産文化遺産と隣接する衣川周辺を南の玄関口、奥州湖周辺を西の玄関口とし観光振興戦
略上、重要なエリアと位置付けしています。
　令和４年７月に市から民間譲渡された旧国民宿舎サンホテル衣川荘の名称が「奥州・平泉温泉旅館　衣紡」
に決定し、令和６年３月下旬プレオープン、夏ごろグランドオープンを予定しています。奥州市の南の玄関口と
しての機能や滞在型観光における旅行商品の造成など、行政・民間企業・地域と連携し観光客の誘客促進に努
めてまいります。（商工観光部）

①水沢駅の利用促進
　現在策定中の奥州市立地適正化計画において、水沢駅周辺は「中心都市拠点」と位置づけられており、
今後、公共施設等の都市機能の立地誘導、既存施設の機能向上や維持、まちなか居住の誘導や賑わい創
出事業等のコンパクトシティの確定に向けた施策が盛り込まれております。
　つきましては、水沢駅の利用促進を図る上でも水沢駅へのＳｕｉｃａ利用機器の導入、北上－一関間の列車
の増便などについてＪＲ東日本へ働きかけて頂くとともに、奥州市立地適正化計画において、水沢駅周辺の
賑わい創出へ繋がる計画を策定していただきますよう要望いたします。

（３）水沢駅前再開発について

　Suicaの導入、北上－一関間の列車増便については、県南地域市町の首長や商工会議所会頭等で組織する
「ＪＲ線岩手県南地域利用促進協議会」においてＪＲ東日本盛岡支社へかねてより要望しており、今後も引き続き
要望してまいります。（政策企画部）
　現在策定に向け取組んでいる立地適正化計画において、水沢駅周辺は多種多様な都市機能の集積を踏まえ
中心都市拠点として位置づけており積極的にまちづくりを進めようとしていることから、立地適正化計画策定
後においては、水沢駅を中心とした賑わい創出事業等の施策を実施するため、他部署と連携してまいります。（都
市整備部）

②メイプル跡地の活用
　メイプル跡地は当市や中心市街地の賑わい創出には欠かせない施設であります。
　つきましては、賑わい創出を図りながら、定住者人口増加につなげるためのサテライトオフィス、地元高
校生や創業希望者等の人材育成のためのチャレンジショップ、奥州市サテライト的観光資源照会スペース、
地元企業を紹介し、地元就職率を高めるための企業の商品や工業製品の展示スペース、奥州市への誘客促
進を図るための魅力・情報発信機能を整えた複合施設として活用していただきますよう要望いたします。

　「奥州市未来羅針盤図」に基づき、産学官連携による課題解決型人材育成プログラムの構築と学びの場の提
供をコンセプトとした施設活用により、市街地の賑わい創出を図ります。（政策企画部・商工観光部）

②観光施設等への無料Ｗｉ-Ｆｉの整備
　訪県される観光客の受入れ強化策として、ＳＮＳやネット配信が普及する中、国内外の旅行者がストレス
なく観光を楽しみ、当地域の魅力を発信できるよう観光施設等への無料 Wi-Fi の早急な整備を要望いたし
ます。

　観光施設へのＷｉ-Ｆｉ整備については、えさし藤原の郷、胆沢城跡歴史公園、奥州湖交流館において整備・運
用しているところです。他の観光施設につきましては、観光客の入込状況や費用対効果等を十分に勘案した上で、
有利な補助事業等を活用した整備について検討してまいります。（商工観光部）

③市内観光スポットの創設
　当市の多くの観光施設は、当地域の歴史・伝統・風土や先人達の偉業により成り立っており、次世代へ
継承していく必要があります。
　現在、多くの岩手県出身者や岩手県ゆかりの人物が世界で活躍しております。なかでも、野球選手であ
る菊池雄星・大谷翔平・佐々木朗希を輩出した岩手県は全世界から注目されております。
　当市出身で二刀流として活躍している大谷翔平選手は、当市の誇りであり「大谷翔平選手ふるさと応援
団」を創設し、市民一丸となって応援しております。
　つきましては、その功績や育った環境を後世に伝えるためにも、大谷翔平選手の記念館創設やゆかりの
地の紹介に努めて頂きますよう要望いたします。
　また、節目の試合にはパブリックビューイングの開設を行い、多くの市民を巻き込んでの応援ができる体
制を構築していただきますよう要望いたします。

　現在、当市では、奥州市や貴団体を含めた１０団体で構成している「大谷翔平選手ふるさと応援団」と、応
援団の設置趣旨に賛同いただいた市内の企業・団体を対象とした「大谷翔平選手ふるさと応援サポーター」
により、官民あげての応援に取組んでおります。
　当市といたしましても、更なる応援事業の発展を目指したいところですが、応援事業を進めるにあたりまし
ては、大谷翔平選手に野球に集中していただくため、極力負担にならないよう細心の配慮をしつつ、関係者を
通してご判断を仰ぎながら実施しております。よって、「大谷翔平選手の記念館創設」や「ゆかりの地の紹介」
については、大谷翔平選手のご本人や関係者のご意向が非常に重要になりますし、ＭＬＢや所属チーム等の権利
関係を踏まえた慎重な対応が必要であります。
　また、パブリックビューイングについても、本年７月にＭＬＢオールスターゲームにて初めて当市で開催し、今
後も引き続き節目の開催を目指したいところですが、試合時間や放映権使用許諾などの様々な要因があり、こ
れらによって開催の可否や実施方法が制約されることをご理解いただけますと幸いです。
　本件については、皆様の声を真摯に受け止めつつも、様々な制約を考慮し、バランスを取りながら、大谷翔
平選手への応援が盛り上がるよう事業を進めてまいります。（協働まちづくり部・商工観光部）

④水沢江刺駅のアクセス促進
　当市において、ＪＲ水沢江刺駅は重要なインフラであり、観光客等の玄関口となっており、現在策定中の奥
州市立地適正化計画においても、「都市交通拠点」と位置づけられております。
　しかしながら、駅周辺は民間投資も進まず閑散としており周辺開発が望まれるところであります。駅利用
者や来奥者の利便の向上を図ることが都市力の向上に繋がるものと思います。まずは、ひとつの手段とし
て交通アクセスの利便向上を図ることが重要であります。
　つきましては、ＪＲ水沢江刺駅と市内観光施設や宿泊施設等を結ぶ公共交通機関を含めた循環バス等の交
通網整備によるアクセス路線の対策を要望いたします。

　ＪＲ水沢江刺駅と水沢駅周辺を結ぶ路線バスは、現在、３路線で１日２６便を運行しており、一部では宿泊施
設周辺を結んでおりますが、決して十分なものにはなっておりません。昨今の公共交通事業者の深刻な運転士
不足により、循環バスを新たに走らせるのは難しいものがありますので、現路線の運行時刻の見直し等による
利便性向上を運行事業者とともに検討してまいります。（政策企画部）

　当市では市内への宿泊促進のため、民間主導の市内滞在型観光創出を目的とした「奥州市旅行商品造成支
援事業」を創設し、令和４年度から運用を開始しております。この事業は、市内宿泊事業者、交通事業者、観
光事業者、飲食事業者等が連携し、モデル的な着地型観光の旅行商品造成を行う事業に要する経費の一部を
支援するものです。なお、この制度は、先着順での支援としておりますので、貴会議所からも市内観光関連事
業者等に対し積極的に活用するよう周知をお願いします。（商工観光部）
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遺産にとって重要な地域であります。ユネスコ無形文化遺産に登録された川西大念仏剣舞をはじめとした
地域に伝わる伝統文化や、映画「リトルフォレスト」で映し出された美しい自然環境は地域の人々により守
り受け継がれております。
　岩手県南地域の一関市や平泉町を訪れる観光客はコロナ禍前に回復することを見据え、奥州市の南の玄
関口として、衣川の魅力を情報発信の強化により誘客を図り、さらには市内観光地への周遊促進につなげ
ることにより、奥州市全体の観光消費による地域産業の活性化が期待されます。
　つきましては、行政と民間企業そして地域住民が連携を図り、奥州市の南玄関口として、既存の観光施設
やリニューアルオープンに向け準備を進めている「旧衣川荘」を活用した誘客の促進と、自然資源を活用
した体験型・滞在型観光を構築し交流人口を拡大させ、移住定住促進に努めていただきますよう要望いた
します。

①マイクロツーリズムの促進と観光関連事業・支援制度の創設
　新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の魅力を再発見する機会を創出するマイクロツーリズム
への関心が高まっており、ＳＮＳ等を活用した市内観光スタンプラリー等の市内観光地を巡る新たな観光関
連事業の創設を要望いたします。
　また、奥州市内への観光客入込数は前年の61%に留まる中、緊急事態宣言地域を避けた修学旅行の目
的地として「えさし藤原の郷」での研修が前年対比354%と大きく増加しておりますが、通過型の観光となっ
ております。
　この機会に、自然豊かで歴史遺産や観光資源が豊富な当市で、観光から宿泊までを目的に「奥州誘客促
進会議」で取り組んでいる「通過型観光から滞在型観光への転換」をより一層推進・普及させるため、市
内観光業者が魅力的で安心・安全な旅行商品を造成するための支援制度の創設・拡充をいただきますよう
要望いたします。

（1）衣川地域の南玄関口としての活用策について

（2）観光客の受け入れ強化対策について

　当市では、世界遺産文化遺産と隣接する衣川周辺を南の玄関口、奥州湖周辺を西の玄関口とし観光振興戦
略上、重要なエリアと位置付けしています。
　令和４年７月に市から民間譲渡された旧国民宿舎サンホテル衣川荘の名称が「奥州・平泉温泉旅館　衣紡」
に決定し、令和６年３月下旬プレオープン、夏ごろグランドオープンを予定しています。奥州市の南の玄関口と
しての機能や滞在型観光における旅行商品の造成など、行政・民間企業・地域と連携し観光客の誘客促進に努
めてまいります。（商工観光部）

①水沢駅の利用促進
　現在策定中の奥州市立地適正化計画において、水沢駅周辺は「中心都市拠点」と位置づけられており、
今後、公共施設等の都市機能の立地誘導、既存施設の機能向上や維持、まちなか居住の誘導や賑わい創
出事業等のコンパクトシティの確定に向けた施策が盛り込まれております。
　つきましては、水沢駅の利用促進を図る上でも水沢駅へのＳｕｉｃａ利用機器の導入、北上－一関間の列車
の増便などについてＪＲ東日本へ働きかけて頂くとともに、奥州市立地適正化計画において、水沢駅周辺の
賑わい創出へ繋がる計画を策定していただきますよう要望いたします。

（３）水沢駅前再開発について

　Suicaの導入、北上－一関間の列車増便については、県南地域市町の首長や商工会議所会頭等で組織する
「ＪＲ線岩手県南地域利用促進協議会」においてＪＲ東日本盛岡支社へかねてより要望しており、今後も引き続き
要望してまいります。（政策企画部）
　現在策定に向け取組んでいる立地適正化計画において、水沢駅周辺は多種多様な都市機能の集積を踏まえ
中心都市拠点として位置づけており積極的にまちづくりを進めようとしていることから、立地適正化計画策定
後においては、水沢駅を中心とした賑わい創出事業等の施策を実施するため、他部署と連携してまいります。（都
市整備部）

②メイプル跡地の活用
　メイプル跡地は当市や中心市街地の賑わい創出には欠かせない施設であります。
　つきましては、賑わい創出を図りながら、定住者人口増加につなげるためのサテライトオフィス、地元高
校生や創業希望者等の人材育成のためのチャレンジショップ、奥州市サテライト的観光資源照会スペース、
地元企業を紹介し、地元就職率を高めるための企業の商品や工業製品の展示スペース、奥州市への誘客促
進を図るための魅力・情報発信機能を整えた複合施設として活用していただきますよう要望いたします。

　「奥州市未来羅針盤図」に基づき、産学官連携による課題解決型人材育成プログラムの構築と学びの場の提
供をコンセプトとした施設活用により、市街地の賑わい創出を図ります。（政策企画部・商工観光部）

②観光施設等への無料Ｗｉ-Ｆｉの整備
　訪県される観光客の受入れ強化策として、ＳＮＳやネット配信が普及する中、国内外の旅行者がストレス
なく観光を楽しみ、当地域の魅力を発信できるよう観光施設等への無料 Wi-Fi の早急な整備を要望いたし
ます。

　観光施設へのＷｉ-Ｆｉ整備については、えさし藤原の郷、胆沢城跡歴史公園、奥州湖交流館において整備・運
用しているところです。他の観光施設につきましては、観光客の入込状況や費用対効果等を十分に勘案した上で、
有利な補助事業等を活用した整備について検討してまいります。（商工観光部）

③市内観光スポットの創設
　当市の多くの観光施設は、当地域の歴史・伝統・風土や先人達の偉業により成り立っており、次世代へ
継承していく必要があります。
　現在、多くの岩手県出身者や岩手県ゆかりの人物が世界で活躍しております。なかでも、野球選手であ
る菊池雄星・大谷翔平・佐々木朗希を輩出した岩手県は全世界から注目されております。
　当市出身で二刀流として活躍している大谷翔平選手は、当市の誇りであり「大谷翔平選手ふるさと応援
団」を創設し、市民一丸となって応援しております。
　つきましては、その功績や育った環境を後世に伝えるためにも、大谷翔平選手の記念館創設やゆかりの
地の紹介に努めて頂きますよう要望いたします。
　また、節目の試合にはパブリックビューイングの開設を行い、多くの市民を巻き込んでの応援ができる体
制を構築していただきますよう要望いたします。

　現在、当市では、奥州市や貴団体を含めた１０団体で構成している「大谷翔平選手ふるさと応援団」と、応
援団の設置趣旨に賛同いただいた市内の企業・団体を対象とした「大谷翔平選手ふるさと応援サポーター」
により、官民あげての応援に取組んでおります。
　当市といたしましても、更なる応援事業の発展を目指したいところですが、応援事業を進めるにあたりまし
ては、大谷翔平選手に野球に集中していただくため、極力負担にならないよう細心の配慮をしつつ、関係者を
通してご判断を仰ぎながら実施しております。よって、「大谷翔平選手の記念館創設」や「ゆかりの地の紹介」
については、大谷翔平選手のご本人や関係者のご意向が非常に重要になりますし、ＭＬＢや所属チーム等の権利
関係を踏まえた慎重な対応が必要であります。
　また、パブリックビューイングについても、本年７月にＭＬＢオールスターゲームにて初めて当市で開催し、今
後も引き続き節目の開催を目指したいところですが、試合時間や放映権使用許諾などの様々な要因があり、こ
れらによって開催の可否や実施方法が制約されることをご理解いただけますと幸いです。
　本件については、皆様の声を真摯に受け止めつつも、様々な制約を考慮し、バランスを取りながら、大谷翔
平選手への応援が盛り上がるよう事業を進めてまいります。（協働まちづくり部・商工観光部）

④水沢江刺駅のアクセス促進
　当市において、ＪＲ水沢江刺駅は重要なインフラであり、観光客等の玄関口となっており、現在策定中の奥
州市立地適正化計画においても、「都市交通拠点」と位置づけられております。
　しかしながら、駅周辺は民間投資も進まず閑散としており周辺開発が望まれるところであります。駅利用
者や来奥者の利便の向上を図ることが都市力の向上に繋がるものと思います。まずは、ひとつの手段とし
て交通アクセスの利便向上を図ることが重要であります。
　つきましては、ＪＲ水沢江刺駅と市内観光施設や宿泊施設等を結ぶ公共交通機関を含めた循環バス等の交
通網整備によるアクセス路線の対策を要望いたします。

　ＪＲ水沢江刺駅と水沢駅周辺を結ぶ路線バスは、現在、３路線で１日２６便を運行しており、一部では宿泊施
設周辺を結んでおりますが、決して十分なものにはなっておりません。昨今の公共交通事業者の深刻な運転士
不足により、循環バスを新たに走らせるのは難しいものがありますので、現路線の運行時刻の見直し等による
利便性向上を運行事業者とともに検討してまいります。（政策企画部）

　当市では市内への宿泊促進のため、民間主導の市内滞在型観光創出を目的とした「奥州市旅行商品造成支
援事業」を創設し、令和４年度から運用を開始しております。この事業は、市内宿泊事業者、交通事業者、観
光事業者、飲食事業者等が連携し、モデル的な着地型観光の旅行商品造成を行う事業に要する経費の一部を
支援するものです。なお、この制度は、先着順での支援としておりますので、貴会議所からも市内観光関連事
業者等に対し積極的に活用するよう周知をお願いします。（商工観光部）
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市長要望「奥州市への
　　　誘客促進について」

奥州市の回答

　衣川地域は安倍一族・奥州藤原氏ゆかりの地であり、長者ヶ原廃寺跡など史跡が多く点在し、平泉文化
遺産にとって重要な地域であります。ユネスコ無形文化遺産に登録された川西大念仏剣舞をはじめとした
地域に伝わる伝統文化や、映画「リトルフォレスト」で映し出された美しい自然環境は地域の人々により守
り受け継がれております。
　岩手県南地域の一関市や平泉町を訪れる観光客はコロナ禍前に回復することを見据え、奥州市の南の玄
関口として、衣川の魅力を情報発信の強化により誘客を図り、さらには市内観光地への周遊促進につなげ
ることにより、奥州市全体の観光消費による地域産業の活性化が期待されます。
　つきましては、行政と民間企業そして地域住民が連携を図り、奥州市の南玄関口として、既存の観光施設
やリニューアルオープンに向け準備を進めている「旧衣川荘」を活用した誘客の促進と、自然資源を活用
した体験型・滞在型観光を構築し交流人口を拡大させ、移住定住促進に努めていただきますよう要望いた
します。

①マイクロツーリズムの促進と観光関連事業・支援制度の創設
　新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の魅力を再発見する機会を創出するマイクロツーリズム
への関心が高まっており、ＳＮＳ等を活用した市内観光スタンプラリー等の市内観光地を巡る新たな観光関
連事業の創設を要望いたします。
　また、奥州市内への観光客入込数は前年の61%に留まる中、緊急事態宣言地域を避けた修学旅行の目
的地として「えさし藤原の郷」での研修が前年対比354%と大きく増加しておりますが、通過型の観光となっ
ております。
　この機会に、自然豊かで歴史遺産や観光資源が豊富な当市で、観光から宿泊までを目的に「奥州誘客促
進会議」で取り組んでいる「通過型観光から滞在型観光への転換」をより一層推進・普及させるため、市
内観光業者が魅力的で安心・安全な旅行商品を造成するための支援制度の創設・拡充をいただきますよう
要望いたします。

（1）衣川地域の南玄関口としての活用策について

（2）観光客の受け入れ強化対策について

　当市では、世界遺産文化遺産と隣接する衣川周辺を南の玄関口、奥州湖周辺を西の玄関口とし観光振興戦
略上、重要なエリアと位置付けしています。
　令和４年７月に市から民間譲渡された旧国民宿舎サンホテル衣川荘の名称が「奥州・平泉温泉旅館　衣紡」
に決定し、令和６年３月下旬プレオープン、夏ごろグランドオープンを予定しています。奥州市の南の玄関口と
しての機能や滞在型観光における旅行商品の造成など、行政・民間企業・地域と連携し観光客の誘客促進に努
めてまいります。（商工観光部）

①水沢駅の利用促進
　現在策定中の奥州市立地適正化計画において、水沢駅周辺は「中心都市拠点」と位置づけられており、
今後、公共施設等の都市機能の立地誘導、既存施設の機能向上や維持、まちなか居住の誘導や賑わい創
出事業等のコンパクトシティの確定に向けた施策が盛り込まれております。
　つきましては、水沢駅の利用促進を図る上でも水沢駅へのＳｕｉｃａ利用機器の導入、北上－一関間の列車
の増便などについてＪＲ東日本へ働きかけて頂くとともに、奥州市立地適正化計画において、水沢駅周辺の
賑わい創出へ繋がる計画を策定していただきますよう要望いたします。

（３）水沢駅前再開発について

　Suicaの導入、北上－一関間の列車増便については、県南地域市町の首長や商工会議所会頭等で組織する
「ＪＲ線岩手県南地域利用促進協議会」においてＪＲ東日本盛岡支社へかねてより要望しており、今後も引き続き
要望してまいります。（政策企画部）
　現在策定に向け取組んでいる立地適正化計画において、水沢駅周辺は多種多様な都市機能の集積を踏まえ
中心都市拠点として位置づけており積極的にまちづくりを進めようとしていることから、立地適正化計画策定
後においては、水沢駅を中心とした賑わい創出事業等の施策を実施するため、他部署と連携してまいります。（都
市整備部）

②メイプル跡地の活用
　メイプル跡地は当市や中心市街地の賑わい創出には欠かせない施設であります。
　つきましては、賑わい創出を図りながら、定住者人口増加につなげるためのサテライトオフィス、地元高
校生や創業希望者等の人材育成のためのチャレンジショップ、奥州市サテライト的観光資源照会スペース、
地元企業を紹介し、地元就職率を高めるための企業の商品や工業製品の展示スペース、奥州市への誘客促
進を図るための魅力・情報発信機能を整えた複合施設として活用していただきますよう要望いたします。

　「奥州市未来羅針盤図」に基づき、産学官連携による課題解決型人材育成プログラムの構築と学びの場の提
供をコンセプトとした施設活用により、市街地の賑わい創出を図ります。（政策企画部・商工観光部）

②観光施設等への無料Ｗｉ-Ｆｉの整備
　訪県される観光客の受入れ強化策として、ＳＮＳやネット配信が普及する中、国内外の旅行者がストレス
なく観光を楽しみ、当地域の魅力を発信できるよう観光施設等への無料 Wi-Fi の早急な整備を要望いたし
ます。

　観光施設へのＷｉ-Ｆｉ整備については、えさし藤原の郷、胆沢城跡歴史公園、奥州湖交流館において整備・運
用しているところです。他の観光施設につきましては、観光客の入込状況や費用対効果等を十分に勘案した上で、
有利な補助事業等を活用した整備について検討してまいります。（商工観光部）

③市内観光スポットの創設
　当市の多くの観光施設は、当地域の歴史・伝統・風土や先人達の偉業により成り立っており、次世代へ
継承していく必要があります。
　現在、多くの岩手県出身者や岩手県ゆかりの人物が世界で活躍しております。なかでも、野球選手であ
る菊池雄星・大谷翔平・佐々木朗希を輩出した岩手県は全世界から注目されております。
　当市出身で二刀流として活躍している大谷翔平選手は、当市の誇りであり「大谷翔平選手ふるさと応援
団」を創設し、市民一丸となって応援しております。
　つきましては、その功績や育った環境を後世に伝えるためにも、大谷翔平選手の記念館創設やゆかりの
地の紹介に努めて頂きますよう要望いたします。
　また、節目の試合にはパブリックビューイングの開設を行い、多くの市民を巻き込んでの応援ができる体
制を構築していただきますよう要望いたします。

　現在、当市では、奥州市や貴団体を含めた１０団体で構成している「大谷翔平選手ふるさと応援団」と、応
援団の設置趣旨に賛同いただいた市内の企業・団体を対象とした「大谷翔平選手ふるさと応援サポーター」
により、官民あげての応援に取組んでおります。
　当市といたしましても、更なる応援事業の発展を目指したいところですが、応援事業を進めるにあたりまし
ては、大谷翔平選手に野球に集中していただくため、極力負担にならないよう細心の配慮をしつつ、関係者を
通してご判断を仰ぎながら実施しております。よって、「大谷翔平選手の記念館創設」や「ゆかりの地の紹介」
については、大谷翔平選手のご本人や関係者のご意向が非常に重要になりますし、ＭＬＢや所属チーム等の権利
関係を踏まえた慎重な対応が必要であります。
　また、パブリックビューイングについても、本年７月にＭＬＢオールスターゲームにて初めて当市で開催し、今
後も引き続き節目の開催を目指したいところですが、試合時間や放映権使用許諾などの様々な要因があり、こ
れらによって開催の可否や実施方法が制約されることをご理解いただけますと幸いです。
　本件については、皆様の声を真摯に受け止めつつも、様々な制約を考慮し、バランスを取りながら、大谷翔
平選手への応援が盛り上がるよう事業を進めてまいります。（協働まちづくり部・商工観光部）

④水沢江刺駅のアクセス促進
　当市において、ＪＲ水沢江刺駅は重要なインフラであり、観光客等の玄関口となっており、現在策定中の奥
州市立地適正化計画においても、「都市交通拠点」と位置づけられております。
　しかしながら、駅周辺は民間投資も進まず閑散としており周辺開発が望まれるところであります。駅利用
者や来奥者の利便の向上を図ることが都市力の向上に繋がるものと思います。まずは、ひとつの手段とし
て交通アクセスの利便向上を図ることが重要であります。
　つきましては、ＪＲ水沢江刺駅と市内観光施設や宿泊施設等を結ぶ公共交通機関を含めた循環バス等の交
通網整備によるアクセス路線の対策を要望いたします。

　ＪＲ水沢江刺駅と水沢駅周辺を結ぶ路線バスは、現在、３路線で１日２６便を運行しており、一部では宿泊施
設周辺を結んでおりますが、決して十分なものにはなっておりません。昨今の公共交通事業者の深刻な運転士
不足により、循環バスを新たに走らせるのは難しいものがありますので、現路線の運行時刻の見直し等による
利便性向上を運行事業者とともに検討してまいります。（政策企画部）

　当市では市内への宿泊促進のため、民間主導の市内滞在型観光創出を目的とした「奥州市旅行商品造成支
援事業」を創設し、令和４年度から運用を開始しております。この事業は、市内宿泊事業者、交通事業者、観
光事業者、飲食事業者等が連携し、モデル的な着地型観光の旅行商品造成を行う事業に要する経費の一部を
支援するものです。なお、この制度は、先着順での支援としておりますので、貴会議所からも市内観光関連事
業者等に対し積極的に活用するよう周知をお願いします。（商工観光部）
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市長要望「奥州市への
　　　誘客促進について」

奥州市の回答

　衣川地域は安倍一族・奥州藤原氏ゆかりの地であり、長者ヶ原廃寺跡など史跡が多く点在し、平泉文化
遺産にとって重要な地域であります。ユネスコ無形文化遺産に登録された川西大念仏剣舞をはじめとした
地域に伝わる伝統文化や、映画「リトルフォレスト」で映し出された美しい自然環境は地域の人々により守
り受け継がれております。
　岩手県南地域の一関市や平泉町を訪れる観光客はコロナ禍前に回復することを見据え、奥州市の南の玄
関口として、衣川の魅力を情報発信の強化により誘客を図り、さらには市内観光地への周遊促進につなげ
ることにより、奥州市全体の観光消費による地域産業の活性化が期待されます。
　つきましては、行政と民間企業そして地域住民が連携を図り、奥州市の南玄関口として、既存の観光施設
やリニューアルオープンに向け準備を進めている「旧衣川荘」を活用した誘客の促進と、自然資源を活用
した体験型・滞在型観光を構築し交流人口を拡大させ、移住定住促進に努めていただきますよう要望いた
します。

①マイクロツーリズムの促進と観光関連事業・支援制度の創設
　新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の魅力を再発見する機会を創出するマイクロツーリズム
への関心が高まっており、ＳＮＳ等を活用した市内観光スタンプラリー等の市内観光地を巡る新たな観光関
連事業の創設を要望いたします。
　また、奥州市内への観光客入込数は前年の61%に留まる中、緊急事態宣言地域を避けた修学旅行の目
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進会議」で取り組んでいる「通過型観光から滞在型観光への転換」をより一層推進・普及させるため、市
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（1）衣川地域の南玄関口としての活用策について
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②観光施設等への無料Ｗｉ-Ｆｉの整備
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用しているところです。他の観光施設につきましては、観光客の入込状況や費用対効果等を十分に勘案した上で、
有利な補助事業等を活用した整備について検討してまいります。（商工観光部）

③市内観光スポットの創設
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　当市出身で二刀流として活躍している大谷翔平選手は、当市の誇りであり「大谷翔平選手ふるさと応援
団」を創設し、市民一丸となって応援しております。
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　本件については、皆様の声を真摯に受け止めつつも、様々な制約を考慮し、バランスを取りながら、大谷翔
平選手への応援が盛り上がるよう事業を進めてまいります。（協働まちづくり部・商工観光部）
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　当市において、ＪＲ水沢江刺駅は重要なインフラであり、観光客等の玄関口となっており、現在策定中の奥
州市立地適正化計画においても、「都市交通拠点」と位置づけられております。
　しかしながら、駅周辺は民間投資も進まず閑散としており周辺開発が望まれるところであります。駅利用
者や来奥者の利便の向上を図ることが都市力の向上に繋がるものと思います。まずは、ひとつの手段とし
て交通アクセスの利便向上を図ることが重要であります。
　つきましては、ＪＲ水沢江刺駅と市内観光施設や宿泊施設等を結ぶ公共交通機関を含めた循環バス等の交
通網整備によるアクセス路線の対策を要望いたします。

　ＪＲ水沢江刺駅と水沢駅周辺を結ぶ路線バスは、現在、３路線で１日２６便を運行しており、一部では宿泊施
設周辺を結んでおりますが、決して十分なものにはなっておりません。昨今の公共交通事業者の深刻な運転士
不足により、循環バスを新たに走らせるのは難しいものがありますので、現路線の運行時刻の見直し等による
利便性向上を運行事業者とともに検討してまいります。（政策企画部）

　当市では市内への宿泊促進のため、民間主導の市内滞在型観光創出を目的とした「奥州市旅行商品造成支
援事業」を創設し、令和４年度から運用を開始しております。この事業は、市内宿泊事業者、交通事業者、観
光事業者、飲食事業者等が連携し、モデル的な着地型観光の旅行商品造成を行う事業に要する経費の一部を
支援するものです。なお、この制度は、先着順での支援としておりますので、貴会議所からも市内観光関連事
業者等に対し積極的に活用するよう周知をお願いします。（商工観光部）
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第５１回江刺甚句まつり
　　　　　オリジナルＱＵＯカードを販売！

胆沢
支所

　一年の農作業の安全と豊作を祈願して行われる祭典「第３５回全日本農はだてのつどい」が、

令和６年２月１０日（土）午後４時から胆沢野球場の北側駐車場特設会場にて開催されます。

　伝統行事の「庭田植」の再現や新米を使用した「福餅つき」、そのほか参加型の「縄ないチャ

ンピオン決定戦」や厄年連による「つがい踊り」など様々なイベントが繰り広げられる予定です。

　フィナーレには真冬の夜空に大輪を咲かせる「冬空花火」を華やかに打ち上げます。

　常設コーナーでは飲食屋台の出店に加え、飲食スペースや遊具スペースを設ける予定です。

　２月１０日（土）の全日本農はだてのつどいに是非お越しください。

神事とステージイベントの様子

　当所青年部が主管団体となり（胆江青年懇話会主催）、胆江地区内の小学生を対象とした職業体験イ
ベント『胆江キッズワーカーズ２０２３』を開催します。
　多数の参加をお待ちしております。申し込みは下記ＱＲコードよりお申込み下さい。

日　　時：令和６年２月２５日（日）　午前９時 ～ 午後４時
会　　場：江刺総合コミュニティセンター　ヒロノ福祉パーク
　　　　　　　　　   （奥州市江刺岩谷堂字下惣田２９０-１）
対　　象：胆江地区内の小学４、５、６年生　
参 加 料：１,０００円（保険料込）
定　　員：１２０名
申込期限：１月３１日（水）
主　　催：胆江青年懇話会
主　　管：奥州商工会議所青年部

お申込みはこちらから

青年部

『胆江キッズワーカーズ2023』参加小学生募集！

胆沢の冬まつり
　　　　　「全日本農はだてのつどい」開催

　令和6年5月3日・4日に開催されます第51回江刺甚句まつりのオリジナルQUOカードが完

成いたしました。おまつり広場で縁日市等を運営する令和6年41歳年代連「心舞蓮」が製作。

販売価格は2,000円（コンビニなど加盟店にて1,000円分の利用が可能）で１月下旬から心舞

蓮の皆様により販売が開始されます。

　デザインには奥州市が誇る郷土芸能 江刺鹿踊「百鹿大群舞」が使用されております。

しん　ぶ　れん
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　一年の農作業の安全と豊作を祈願して行われる祭典「第３５回全日本農はだてのつどい」が、

令和６年２月１０日（土）午後４時から胆沢野球場の北側駐車場特設会場にて開催されます。
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ンピオン決定戦」や厄年連による「つがい踊り」など様々なイベントが繰り広げられる予定です。

　フィナーレには真冬の夜空に大輪を咲かせる「冬空花火」を華やかに打ち上げます。

　常設コーナーでは飲食屋台の出店に加え、飲食スペースや遊具スペースを設ける予定です。

　２月１０日（土）の全日本農はだてのつどいに是非お越しください。

神事とステージイベントの様子
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ベント『胆江キッズワーカーズ２０２３』を開催します。
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お申込みはこちらから

青年部

『胆江キッズワーカーズ2023』参加小学生募集！

胆沢の冬まつり
　　　　　「全日本農はだてのつどい」開催

　令和6年5月3日・4日に開催されます第51回江刺甚句まつりのオリジナルQUOカードが完

成いたしました。おまつり広場で縁日市等を運営する令和6年41歳年代連「心舞蓮」が製作。
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「客が本当に求めていることは
　　　　　　　　　何なのか」
「客が本当に求めていることは
　　　　　　　　　何なのか」

　「この渡り廊下はわざと雪や落ち葉が舞い込むようにつくってあります」。長野県須坂市にある“日本一予約

が取れない宿”として知られる仙仁（せに）温泉・岩の湯の金井辰巳社長に、現地でお話を聞く機会がありま

した。山間のありふれた温泉宿だったこの場所を三十数年かけて現在の姿につくり替えたストーリーは、驚き

の連続でした。

　まず、この宿には自前のウェブサイトがありません。宿泊業界では常識であるネットを通じた予約受け付け

や情報提供はしていません。一部の旅行サイトにキャンセルが出た際の空室状況の情報が出ているようです

が、そちらを見ると２０２４年の予約は年末まで１日も空きがありません。宿泊客のほとんどがまた翌年以降の

予約を入れるそうです。クリスマスや年末年始は休業です。

　宿は渓流に面した深い森の中にあります。金井社長によると、窓から見える木々は全て自身で種類や枝ぶり

から配置を決めて、お客さんが見たい景色をつくり育てているそうです。客室は１８あり､食堂も１８、温泉の

浴槽も大小合わせて現在１８あります。どれも全てが違うコンセプトで形や温度、設備を変えています。

　先代が経営していた昭和の時代はどの地域の温泉宿にもあるように、団体客をメインにしたサービスを提供

していました。交通の便も良くない上、特に知られた観光地に近いわけでもないこの宿の生き残り策を必死で

考えたと金井社長は言います。「山間の小さな一軒家」にしかできないことは何なのか。わざわざこの宿を選

んでくれるお客さんが、本当に求めていることは何なのか。その結果、「情けと癒しと旅文化の創造」という

企業ミッションにたどり着いたそうです。

　そしてそのコンセプトに共感してくれるお客さんだけにターゲットを絞り、カラオケをやめ過剰な接待サー

ビスもやめ、客室の数もぐっと減らしました。それから日々改良や改修を重ねて現在の姿に至っています。と

にかく毎日必ずどこかを変えていると言います。ですから、リピーターも毎回違った体験を得られます。

　冒頭に挙げた吹きさらしの渡り廊下も当初はガラス張りだったそうです。それをあえて外気に触れるように

改修しました。「わざわざこの宿を選んでくれるお客さんは、冬は冬の寒さや雪の感触、秋は秋で落ち葉を踏

む感触、空気の匂いを感じたいはず」という考えに基づき、変えたとのことです。ちなみに年末年始を休業に

するのは従業員に休んでもらうため。家族の誕生日も休みだそうです。従業員にも家族がいて生活があり、そ

れぞれの幸せがある。これをないがしろにしては良質のサービスは提供できないと考えているためです。現在、

この宿にはここで働きたいという応募が全国から来ているそうです。

　優良顧客に選ばれて高付加価値サービスを提供する。これを実現するには顧客の心の奥にある欲求を突き詰

め、それを具現化するスタッフの育成が大事なのだと強く感じました。

日経BP総合研究所 上席研究員／渡辺 和博　　　　

◇渡辺　和博／わたなべ　かずひろ
　1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。
ＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・
商工会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を実施。消
費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを生
む　逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

ひと、くらし、みらいのために

Ministry of Health.Labour and Welfare

2024年4月から

労働条件明示のルールが変わります
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む　逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

ひと、くらし、みらいのために

Ministry of Health.Labour and Welfare

2024年4月から

労働条件明示のルールが変わります

1918 商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）

商工奥州　Vol.178
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）



初詣（駒形神社・日高神社）初詣（駒形神社・日高神社）初詣（駒形神社・日高神社）

〒023-0818 岩手県奥州市水沢東町4
Tel.0197-24-3141 Fax.0197-24-3148
URL . h t t p : //www.o s h u c c i . c om/
E - m a i l . i n f o @ o s h u c c i . c o m
印 刷 ／ 株 式 会 社 正 和 印 刷

発 行 ／ 奥 州 商 工 会 議 所C
O

N
T

E
N

T
S

2024 January Vol.178O S H U C H A M B E R o f C O M M E R C E a n d I N D U S T R Y
令和6年1月15日発行（毎月15日発行）

奥州市の
観光・イベント

シリーズ

この会報は『電子版』でもご覧いただけます。（ホームページ http://www.oshucci.com/） 奥州商工会議所
ホームページ
QRコード本 所

江刺支所
胆沢支所
衣川支所

奥州商工会議所
本 所 ・ 支 所
所在地・連絡先

〒023-0818
〒023-1111
〒023-0403
〒029-4332

奥州市水沢東町4（水沢商工会館4階）
奥州市江刺大通り3-14
奥州市胆沢若柳字相馬檀144
奥州市衣川古戸403-6

Tel.24-3141
Tel.35-2514
Tel.46-3131
Tel.52-3518

Fax.24-3148
Fax.35-2506
Fax.46-3133
Fax.52-3199
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［年頭所感］会頭／鎌田卓也
新年号年賀広告
ザ・ビジネスモール／トクトク情報便
市長要望「奥州市への誘客促進について」奥州市の回答
支所情報（江刺・胆沢）
青年部『胆江キッズワーカーズ２０２３』参加小学生募集！
小規模企業共済
2024年 4月から労働条件明示のルールが変わります
トレンド通信「客が本当に求めていることは何なのか」
お子様の教育資金を「国の教育ローン」がサポート
令和5年度各種検定試験について／２月の定期相談日
【リレーコラム】珈琲小休憩時間
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　去る１１月１３日に工業、宿泊・飲食業部会合同で大船渡方面への視察研修会を
開催しました。事務局含めて２２名の参加でしたが、バスに乗り込む参加者は口々
に「今日は寒いね」と声をかけられました。当日は１１月とは思えない寒さの日で
した。
　視察先は養殖あわびの生産をしている「元正榮北日本水産」と、かもめの玉子

で有名な「さいとう製菓」の２事業所を視察しました。北日本水産ではホテル用に卸している小さめの養殖あわ
びの生産に成功し、各地から注文を頂いているそうです。さいとう製菓は岩手では知らない人がいないであろう
と思われる、かもめの玉子の製造工程を見学させてもらいました。見学の中でチョコレートの加工前の製品を試
食させてもらいましたが、個人的にはそれもありかなと思いました。
　コロナ禍が明け、会議所事業も通常通り開催しています。今後も会員の皆様には事業への参加をお願いいた
します。(荒川)

珈琲
小休憩

時間

リレーコラム

2月2月

来
月
の

　定
期
相
談
日

来
月
の

　定
期
相
談
日

◉お使いみち
◉ご返済方法
◉保　　　証

◉ご 融 資 額
◉金　　　利

◉ご返済期間

お子様の教育資金を「国の教育ローン」がサポート
　「国の教育ローン」は、高校、大学等に入学・在学するお子様をお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度
です。

●ホームページ「国の教育ローン」で検索
●教育ローンコールセンター「0570-008656（ナビダイヤル）」
●TEL：03（5321）8656

※「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収200万円（所得132万円）以内の方」または「子ども3人以上の世
帯かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方」は、年1.85％（令和5年12月1日現在）

お子様1人あたり350万円以内
年2.25％　固定金利

18年以内
入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

詳しい
お問い合わせ

令和5年度各種検定試験のご案内
検　定

第166回 簿記
会　場
水　沢

施行日
令和6年2月25日㈰

級
2～3級

募集期間
1月9日～1月29日

　現在募集中の検定は下記の通りです。

※お問い合わせは、本所・江刺、胆沢、衣川各支所の検定担当までどうぞ。

【法律相談】
　2月20日（火）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：岩手銀河法律事務所

【経営相談】
　2月1日（木）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：税理士　及川和人
【融資相談】　※国民生活事業
　2月13日（火）・27日（火）
　　　午前10時～正午　　 本所相談室
　　　午後 1時～午後3時　江刺支所相談室
　　　相談員：日本政策金融公庫一関支店

【法律相談】
　2月20日（火）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：岩手銀河法律事務所

【経営相談】
　2月1日（木）　午後2時～午後4時
　　　本所会議室
　　　相談員：税理士　及川和人
【融資相談】　※国民生活事業
　2月13日（火）・27日（火）
　　　午前10時～正午　　 本所相談室
　　　午後 1時～午後3時　江刺支所相談室
　　　相談員：日本政策金融公庫一関支店
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